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令和５年度 木更津市中心市街地活性化基本計画の定期フォローアップに関する報告 

令和６年５月 

木更津市（千葉県） 

 

○計画期間：令和２年４月～令和７年３月（５年） 

 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

１． 令和５年度終了時点（令和６年３月３１日時点）の中心市街地の概況 

令和２年４月より認定基本計画に基づき、『人と人とが行き交い、みんなが愛着を感じ

るみなとまち 木更津』を活性化の目標として、「人々が行き交うみなとまちの再興」、「誰

もが暮らしやすいまちづくり」、「個性と魅力あふれる商業環境の充実」の３つの基本方

針を掲げ、各種事業に取り組んでいる。 

令和５年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことに伴い、市民

や観光客等の外出意欲が高まり、Park-PFI 制度を活用した鳥居崎海浜公園の再整備の効

果等も相まって、歩行者通行量は、目標値を大きく上回った。 

また、本市最大のイベントである「木更津港まつり」は４年ぶりに通常規模での開催

となり、木更津駅東口では「かずさ YOSAKOI木更津舞尊」、駅西口では「木更津こどもま

つり」も開催されるなど、新型コロナウイルス感染症の流行以前の賑わいが戻ってきて

いる。 

一方で、新たなマンションの竣工や「街なか居住マンション取得助成事業」の利用が

無かったことなどから、中心市街地内の人口は４年ぶりに減少に転じた。また、空き店

舗マッチング事業や創業支援事業を実施しているが、経営者の高齢化に伴う事業承継の

課題等から店舗の廃業が相次ぎ、商業機能の縮小が続いている。 

令和６年度は、計画の最終年度となるため、各目標指標の達成に向け、各種事業を着

実に実施し、公民が一体となり中心市街地活性化を推進していく。 

 

【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】          

（1）居住人口                               単位（人） 

（中心市街地

区域） 

令和元年度

(計画前年度) 

令和２年度

(１年目) 

令和３年度

(２年目) 

令和４年度

(３年目) 

令和５年度

(４年目) 

令和６年度

(５年目) 

人口 4,578 4,791 4,825 4,840 4,785  

人口増減数 ▲27 213 34 15 ▲55  

自然増減数 ▲35 ▲22 27 ▲47 ▲25  

社会増減数 8 235 ７ 62 ▲30  

転入者数 303 599 378 357 277  

（基準日：毎年度１月１日） 
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（２）地価（公示価格）                       （単位：円／㎡） 

中心市街地の 

標準地地番 

令和元年度 

(計画前年度) 

令和２年度 

(１年目) 

令和３年度 

(２年目) 

令和４年度 

(３年目) 

令和５年度 

(４年目) 

令和６年度 

(５年目) 

中心市街地 

標準地平均 

69,300 69,760 70,300 71,560 73,640  

東中央 1丁目

3 番 12 外 

130,000 130,000 130,000 133,000 138,000  

東中央 2丁目

3 番 12 

92,000 93,800 95,600 97,700 101,000  

中央 2 丁目

1406 番 1 

36,600 36,600 37,000 37,400 38,200  

富士見 1丁目

181 番 10 

44,400 44,600 44,800 45,300 46,000  

中央 3 丁目

1246 番 64 

43,500 43,800 44,100 44,400 45,000  

 

 

２．令和５年度の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

目標指標については、「休日歩行者通行量」・「中心市街地内の人口の社会増減」・「新規

出店数」ともに、目標達成が見込まれる水準となっており、引き続き基本計画事業の着

実な実施と各種事業が連携した一体的な取り組みによって、更なる活性化が図られるこ

とが望まれる。 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことにより、本市

最大のイベントである「木更津港まつり」は４年ぶりに通常規模での開催となり、木更

津駅東口では「かずさ YOSAKOI木更津舞尊」、駅西口では「木更津こどもまつり」も開催

されるなど大きな賑わいを見せ、人々の生活様式も以前に戻ってきたように感じられる

ことから、人流増加や回遊性向上を促すソフト事業が実施されることを期待したい。 

令和６年度は、計画期間としている５年間の最終年を迎え、富士見通りの歩道再整備

として、電柱の地中化やアーケードの撤去工事が行われるが、中心市街地のまちづくり

を一層推進する必要があるため、商業者や地元住民等の意見や、高校生世代の参加者に

より活動している「中心市街地活性化協議会ユース部会」の意見を参考に、まちへの愛

着が育まれ持続可能なまちづくりを行っていくことが必要である。 

更には、地域資源を活かすことによってまちの魅力を高め、多様な来街者からも親し

まれるまちづくりを進めていくことができるよう、協議会としても尽力して参りたい。 
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Ⅱ．目標ごとのフォローアップ結果 

 

１．目標達成の見通し 

 
＜基準値からの改善状況＞ 

Ａ：目標達成、Ｂ：基準値より改善、Ｃ：基準値に及ばない 

 

＜目標達成に関する見通しの分類＞ 

①目標達成が見込まれる ②目標達成が見込まれない 

※関連する事業等の進捗状況が順調でない場合はそれぞれ１、２とする。 

 

２．目標達成見通しの理由 

「みなとまちの新たな拠点づくりと回遊性の向上」（休日歩行者通行量）では、目標値

を上回る結果が得られており、引き続き着実な事業の実施を図ることにより、目標達成

は可能と見込まれる。 

「住環境の向上による街なか居住の推進」（中心市街地内の人口の社会増減）について

は、今年度マンションの建設がなかったことにより中心市街地の人口社会は減少となっ

ている為、空き家等の既存ストックの活用も推進することで、目標達成及び更なる増加

を目指す。 

「新規出店・起業の促進」（新規出店数）については、基本計画事業の活用によって４

件の新規出店があった。引き続き目標達成に向け、空き店舗の利活用促進や創業塾の開

催等により、起業・創業者に向けた支援を行う。 

 また、参考指標としている公設地方卸売市場取扱高については、これまで同様に目標

値までは乖離があるため、着実な事業実施を図る必要がある。 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 

基準値か

らの改善

状況 

前回の 

見通し 

今回の 

見通し 

みなとまちの
新たな拠点
づくりと回遊
性向上 

休日歩行者

通行量（人） 

※9 地点合計 

12,695 人 

（R1） 

14,010 人 

（R6） 

19,129 人 

（R5） 
Ａ ① ① 

住環境の向
上による街な
か居住の推
進 

中心市街地

内の人口の

社会増減 

（人／年） 

－39 人／年 

（H26～30 平均） 

54 人／年 

（R2～R6 平均） 

69 人/年 

（R2～R5 平均） 

※（R5）-30 人 

Ａ ① ① 

新規出店・起
業の促進に
よる商業活
性化 

新規出店数 

（件） 

5 件 

（年間 2.5 件） 

（H30～R1） 

25 件 

（年間 5.0 件） 

（R2～R6） 

20 件 

（R2～R5） 

※（R5） 4 件 

Ａ ① ① 

[参考指標] 

公設地方卸売市場

取扱高 

（千円） 

5,183,051 

   千円 

（H30） 

5,706,000 

千円 

（R6） 

5,109,082 

   千円 

（R5） 

Ｃ ２ ２ 
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３．前回のフォローアップと見通しが変わった場合の理由 

 前回から変更はない。 

 

４．目標指標ごとのフォローアップ結果 

（１）「休日歩行者通行量」※目標設定の考え方認定基本計画 P.76～P.79参照 

●調査結果と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法： 日曜日の午前７時～午後７時までの通行量を測定 

※調 査 月： 令和５年６月 

※調査主体： 木更津市・一般社団法人まちづくり木更津 

※調査対象： 中心市街地エリア内計９地点（木更津駅西口、千葉興業銀行前、光明寺前、

木更津駅東口、エルシオン付近、税務署前、千葉銀行前、はなの舞付近、ドリームパーキ

ング前）における歩行者通行量 

 

 

 

 

年 （人／日） 

R1 12,695 

（基準年値） 

R2 14,613 

R3 13,512 

R4 16,141 

R5 19,129 

R6 14,010 

（目標値）  

 

グラフ 

0
5,000

10,000
15,000
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25,000

休日歩行者通行量
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（単位：人） 

 令和元年度 

(計画前年度) 

令和２年度 

(１年目) 

令和３年度 

(２年目) 

令和４年度 

(３年目) 

令和５年度 

(４年目) 

令和６年度 

(５年目) 

地点① 6,319 5,492 5,750 6,657 6,549  

地点② 323 567 406 514 621  

地点③ 414 588 494 655 611  

地点④ 3,561 4,128 3,962 4,402 5,059  

地点⑤ 130 715 611 1,049 642  

地点⑥ 144 315 237 243 249  

地点⑦ 936 1,472 1,104 1,153 3,449  

地点⑧ 247 439 248 541 808  

地点⑨ 621 897 700 927 1,141  

合計 12,695 14,613 13,512 16,141 19,129  

〈分析内容〉 

令和５年度は、基準値に対して約 1.5 倍の通行量となり、目標値を上回る結果となっ

た。この要因としては、新型コロナウイルス感染症の位置づけが変更されたことにより、

人々の外出意欲が回復傾向にあり、パークベイプロジェクトなどこれまでの取組が効果

を発揮したことにより、中心市街地への来街者が増加したことによると思われる。 

休日歩行者通行量の増加に向けた各事業においては、進捗に遅れの出ている事業があ

るものの、空き店舗マッチング事業や創業支援事業による店舗の出店や、地域資源を活

用した中心市街地回遊性向上事業などにより、来街者の増加や回遊性の向上が図られて

いる。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．パークベイプロジェクト推進事業（鳥居崎海浜公園整備）（木更津市） 

事業実施期間 令和２年度～令和３年度【済】 

事業概要 鳥居崎海浜公園において Park-PFIによる民間ノウハウを活用した

整備や維持・管理運営を図ることで、新たな拠点を創出し、木更津

港内港地区の魅力の向上と誘客を図る。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市公園・緑地等事業）（令和２年度～令

和３年度） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：810 人増加 

令和４年３月に供用開始となり、食を中心とした集客施設が開業し

たことによって、中心市街地の新たな拠点として、来街者の増加や

回遊性の向上に寄与することが見込まれる。 

 

事業の今後につ

いて 

事業完了 
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② ．パークベイプロジェクト推進事業（富士見通り歩道再整備）（木更津市） 

事業実施期間 令和元年度～【実施中】 

事業概要 駅と港を結ぶ本市のシンボルロードである富士見通りをユニバー

サルデザインや 景観に配慮した歩道再整備を実施し、来訪者が楽

しむことができる快適な歩行空間を形成する。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業（木更津駅周辺地

区））（令和２年度～） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：810 人増加 

意匠設計において、ワークショップ等を開催し、多様な意見を聞き

取りながら、市民が求める歩道の意匠設計を進めた。 

事業の今後につ

いて 

令和６年度から歩道再整備工事に着手し、早期完了を図る。 

 

③ ．パークベイプロジェクト推進事業（富士見通り無電柱化）（木更津市） 

事業実施期間 令和元年度～令和６年度【実施中】 

事業概要 富士見通り歩道再整備に合わせ、景観への配慮と防災面を強化する

ため、富士見通りを無電柱化し、来訪者にとって安心・安全で快適

な歩行空間を形成する。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

無電柱化推進計画事業補助（令和２年度～令和６年度） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：810 人増加 

関係機関と工程調整を行い、既存ストック活用方式による電線共同

溝工事を進めた。 

事業の今後につ

いて 

引き続き、工事の着実な実施に努め早期完了を図る。 

 

④ ．地域資源を活用した中心市街地回遊性向上事業（木更津みち案内人協会、（一社）木

更津市観光協会） 

事業実施期間 令和２年度～【実施中】 

事業概要 木更津みち案内人によるまちめぐり、木更津市観光協会による花柳

界体験、ガイドマップ作成等を実施し、来訪者が中心市街地の魅力

ある資源を知り、体験する機会を創出することにより、回遊性向上

を図る。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

中心市街地活性化ソフト事業（令和 2 年 4 月～令和７年３月） 
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事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：３0 人増加 

みち案内人研修を定期的に実施し、案内人のスキルアップを図ると

ともに、お客様に合わせた新コースの開拓等を行うなど、回遊性向

上に努めた。 

［案内数実績］令和５年度：2,176 名、令和４年度：2,786 名 

令和３年度：1,081 名、令和２年度：325 名、 

令和元年度：2,210 名 

事業の今後につ

いて 

大型バスツアーの受け入れなど、新型コロナウイルス感染症の影響

からの回復が見受けられる。引き続き市内小・中学校の校外学習や

各種イベントを活用した街歩き事業を実施し、案内数の増加を図る

とともに、案内人のスキルアップや新コースの開拓を行い回遊性向

上を図る。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 

令和５年度は目標値を上回る結果となったが、当初の実施時期より進捗に遅れが見ら

れる事業があるため、引き続き計画事業の着実な実施を図る。 

また、パークベイプロジェクト推進事業による更なる来街者の増加と回遊性の向上に

向けて、ハード整備と連動した施策を検討する必要がある。 

 

（２）「中心市街地内の人口の社会増減」※目標設定の考え方認定基本計画 P.80～P.82参

照 

●調査結果と分析 

 

 

※人口の社会増減：中心市街地１５町丁の各年の転入者数から転出者数を引いた人数 

※住民基本台帳に基づく、各年１月１日～１２月３１日の集計 

 

 

年 （人） 

H26～30 年 

平均 

-39 

（基準値） 

R1 +8 

R2 +235 

R3 +7 

R4 +62 

R5 -30 

R6  

R2～R6 年 

平均 

+54 

（目標値） 

-100
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人口社会増減
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目標値（R2～6 年平均） 
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〈分析内容〉 

中心市街地内の人口の社会増減数の増加に向けた各事業については、概ね予定どおり

事業が実施された。 

令和５年度はマンションの竣工が無く、転入者数が前年度までより減少したことに加

え、中心市街地から市内他地域に転居する大所帯が多かったことが原因となり、令和５

年度は３０人の社会減となっている。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

① .街なか居住マンション建設補助事業①（木更津市） 

事業実施期間 令和元年度～令和３年度【済】 

事業概要 土地の利用の共同化、高度化及び定住促進に寄与するマンション 

の建設事業者に対し、補助金を交付することで、駅周辺の居住環境

の整備改善及び良好な市街地住宅の供給等を確保する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（優良建築物等整備事業）（令和元年度～令

和３年度） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：91 人／年増加 最新値：87 人／年増加 

令和４年３月に竣工、７６戸が完売となり、居住人口の増加に寄与

することが見込まれる。 

事業の今後につ

いて 

事業完了 

 

② ．街なか居住マンション取得助成事業（木更津市） 

事業実施期間 令和２年度～令和５年度【済】 

事業概要 「街なか居住マンション建設補助」を受けて建設されたマンション

の住戸を取得した人に補助金を交付することで、定住を促進し、地

域の活性化を図る 。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：91 人／年増加 最新値：87 人／年増加 

令和３年度末に「街なか居住マンション建設補助事業①」により、

「中央三丁目地区」のマンションが完成（７６戸）したことから、

令和４年度に取得者に対する補助金の交付を実施した。 

事業の今後につ

いて 

事業完了 

 

③ ．空家バンク・リフォーム助成事業（木更津市） 

事業実施期間 平成３０年度～【実施中】 

事業概要 移住・定住を希望する人や、地域の交流拠点となる施設の開設をし
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ようとする人・団体などが、バンクに登録された空家を購入、賃貸

又は賃借し、活用するためのリフォームを行う場合に助成する制度

を運用することで、多様な人が活用することのできる住宅を供給す

る。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：２人／年増加 

令和５年度は、中心市街地における「空家バンク・リフォーム助

成事業」の実績は無かった。 

 

事業の今後につ

いて 

中心市街地内の市政協力員と市職員が一緒になって「空家」の現地

調査を行ない、新たに発掘した「空家」の所有者に対し「空家バン

ク・リフォーム助成事業」のパンフレットを送付するなど「空家バ

ンク・リフォーム助成事業」を活用していただけるよう市民に周知

を図る。 

 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 

令和２年に中心市街地に分譲マンションが２棟竣工し、令和４年３月には中央三丁目

地区に１棟の分譲マンションが竣工した。 

令和６年度末には更に１棟のマンション竣工が予定されているため、街なか居住マン

ション建設補助事業により、良好な市街地住宅の供給の確保を推進する。 

また、街なか居住マンション取得助成事業による取得者に対する補助金の交付や、空

き家等の既存ストックの活用も推進することで、目標達成を目指す。 

 

（３）「新規出店数」※目標設定の考え方認定基本計画 P.83～P.84 参照 

●調査結果と分析 

  

年 （件） 

H30～R1 年 

平均 

2.5 

（基準値） 

R2 +5 

R3 +6 

R4 +5 

R5 +4 

R6  

R2～R6 年 

平均 

+5 

（目標値） 

0

1

2

3

4

5

6

7

新規出店数

基準 

目標値（R2～6 年平均） 
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〈分析内容〉 

 令和５年度においては、中心市街地で基本計画掲載事業の活用による新規出店が４件

あった。引き続き目標達成に向け、空き店舗の利活用促進や創業塾の開催等により、起

業・創業者に向けた支援を行う。 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．空き店舗マッチング事業（木更津市） 

事業実施期間 平成３０年度～【実施中】 

事業概要 中心市街地において空き店舗として登録されている物件をリフォ

ームして新規出店する場合に、改修工事費の一部補助を実施する。 

空き店舗を利用しやすく、中心市街地で新規出店しやすい環境を整

えることで、空き店舗の解消や商業の振興、地域経済の活性化など

を図る。特に空洞化が進む駅西側については、限度額の上乗せを行

い空き店舗の活用を促進する。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

中心市街地活性化ソフト事業（令和 2 年 4 月～令和７年 3 月） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：３件／年 

令和５年度は、４件の補助金利用による新規出店があった。 

事業の今後につ

いて 

空き店舗活用支援事業補助金については、補助金利用者と登録店舗

数を増やすために、らづ-Biz による創業・開業希望者への支援や大

家とのマッチング、不動産屋と連携した周知活動等を行う。 

 

② ．創業支援事業（木更津市産業・創業支援センター） 

事業実施期間 平成２７年度～【実施中】 

事業概要 産業・創業支援センター（らづ-Biz）の運営、常設の相談窓口の設

置、創業塾の開催等を実施する。特に中心市街地においては、出店

希望者と物件所有者とのマッチングを行い、地域と産業の相互活性

化を図る取組を行っている。 店舗や事務所を新設等しやすく、事業

が行いやすい環境を整えることで、中心市街地における起業・開業

を促進する 。 

 

国の支援措置名

及び支援期間 

中心市街地活性化ソフト事業（令和 2 年４月～令和７年 3 月） 

事業目標値・最新

値及び進捗状況 

事業目標値：２件／年 

令和５年度は、創業塾を２期実施するなど、産業・創業支援センタ

ー「らづ-Biz」による支援を積極的に行い、中心市街地における出

店は２件（空き店舗補助金利用者）あった。 

事業の今後につ

いて 

産業・創業支援センター（らづ-Biz）の運営、常設の相談窓口の設

置、創業塾の開催等を実施する。特に、中心市街地は地元商店会や
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市内学生、大手企業等と連携した事業者支援策やＰＲ活動を展開

し、中心市街地の活性化を促す。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 

令和５年度は、事業を着実に実施することはできたが、年間５件という目標値に達す

ることができなかった。引き続き目標達成に向け、空き店舗の利活用促進や創業塾の開

催等により、起業・創業者に向けた支援を行う。 

 また、中心市街地への新たな出店がにぎわいをつくり、更なる出店が見込まれるよう

な好循環を生み出すために、街なかの出店情報の効果的な発信等の施策を強化する。 

 

 

 


